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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・
経
済
事

犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、
交
通
事
犯
な

ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ
た
る
。
平
成
15
年
６
月
、

愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し

て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら

愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

遺
留
分
に
つ
い
て

Ｑ
：
父
は
、
生
前
、
長
男
で
あ
る
私
に
「
全
て
の
財
産

を
長
男
に
遺
贈
す
る
」
と
い
う
公
正
証
書
遺
言
を
作

成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
弟
や
妹
は
「
そ
れ
は

不
公
平
だ
。
私
達
も
相
続
人
で
あ
り
権
利
が
あ
る
の

に
」
と
不
満
を
言
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
長
男
と
し

て
父
の
遺
言
通
り
全
て
の
財
産
を
取
得
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
可
能
で
す
か
。

Ａ
：
被
相
続
人
で
あ
る
父
親
が
自
分
の
財
産
を
ど
の
よ

う
に
処
分
し
よ
う
と
自
由
で
す
。
従
っ
て
、
全
て
の

財
産
を
あ
る
特
定
の
人
物
に
遺
贈
す
る
と
い
う
遺
言

は
有
効
で
す
。
し
か
し
遺
産
の
全
て
を
一
人
に
集
中

さ
せ
る
と
、
他
の
相
続
人
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
民
法
は
、
一
定
の

範
囲
の
相
続
人
に
、
一
定
の
割
合
の
相
続
財
産
を
相

続
出
来
る
よ
う
遺
留
分
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
遺
留
分
は
被
相
続
人
が
遺
言
自
由
の
原
則
を

制
限
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
遺
留
分
の
権
利
は
、
被

相
続
人
の
配
偶
者
や
子
供
、
孫
の
直
系
卑
属
、
祖
父

母
な
ど
の
直
系
尊
属
に
限
ら
れ
、
兄
弟
姉
妹
に
は
、

遺
留
分
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
遺
留
分
の

割
合
で
す
が
、
直
系
尊
属
だ
け
が
相
続
人
の
場
合
は
、

遺
産
の
３
分
の
１
、
そ
の
他
の
場
合
は
２
分
の
１
で

す
。
こ
れ
に
法
定
相
続
分
を
乗
じ
た
も
の
が
各
相
続

人
の
具
体
的
な
遺
留
分
と
な
り
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
妻
と
子
供
二
人
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
夫
が
第
三
者
に
全
財
産
を
遺
贈
す
る
と
の
遺

言
を
し
た
場
合
、
遺
留
分
は
全
体
の
２
分
の
１
で

す
。
遺
言
が
な
け
れ
ば
、
妻
と
子
供
の
法
定
相
続

分
は
、
妻
と
子
供
達
は
２
分
の
１
ず
つ
で
、
か
つ

子
供
は
そ
れ
を
２
等
分
す
る
こ
と
か
ら
、
各
自
４

分
の
１
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
遺
留
分
は
、
妻
は

２
分
の
１
×
２
分
の
１
＝
４
分
の
１
、一
人
の
子
供

は
、
２
分
の
１
×
２
分
の
１
×
２
分
の
１
＝
８
分

の
１
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
設
問
で
の
相
続

人
は
、
子
供
３
人
な
の
で
、
法
定
相
続
分
は
３
分

の
１
ず
つ
で
す
が
、
次
男
、
長
女
の
遺
留
分
は
６

分
の
１
ず
つ
と
な
り
、
６
分
の
４
は
遺
言
に
よ
っ

て
長
男
に
財
産
が
分
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
遺
留
分
を
行
使
す
る
権
利
の
こ
と
を「
遺

留
分
減
殺
請
求
権
」と
言
い
ま
す
が
、こ
の
権
利
は
、

相
続
開
始
お
よ
び
遺
留
分
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内
に
行
使
し
な
い
と

時
効
で
消
滅
し
ま
す
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
知
ら
な

く
て
も
相
続
開
始
の
日
か
ら
10
年
を
過
ぎ
る
と
、

消
滅
し
ま
す
。
相
続
人
の
間
で
の
紛
争
で
、
遺
産

分
割
を
請
求
し
、
あ
る
い
は
遺
産
分
割
の
調
停
を

申
し
立
て
た
が
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す

る
と
い
う
意
思
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
遺
産
分
割

の
手
続
き
を
進
め
る
と
、
そ
の
間
に
１
年
の
短
期

消
滅
時
効
の
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、
不
満
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
「
遺
留
分
減

殺
請
求
権
を
行
使
す
る
」
と
い
う
意
思
を
明
確
に

し
て
協
議
に
入
る
方
が
無
難
だ
と
思
い
ま
す
。

志賀小学校建設検討委員会だより　　　 　　志賀小学校建設検討委員会事務局
☎３２- ９３６０

　　　　　　 　№34

体
育
館
棟
・
プ
ー
ル
棟
の

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

体
育
館
棟
の
１
階
は
、

約
２
５
０
人
（
２
学

年
）
が
一
斉
に
給
食
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
、２
階
は
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
分
の

広
さ
の
屋
内
運
動
場
で
す
。

ま
た
、
体
育
館
棟
の
隣
に

は
、
25
ｍ
６
コ
ー
ス
の
プ
ー

ル
を
建
設
し
、
平
成
29
年
６

月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

校舎裏にあった旧高浜小学校校舎の解
体工事が完了し、学校関係者用 61 台
分の駐車場が完成しました。

校舎裏は更地になり、位置出し・杭打ち準備など、
体育館棟・プール棟の工事を順次進めています。

体育館棟体育館棟

プール

駐車場

【完成模型】



広報しか
2016.10

11

  　　

  　　

10/９日日　　　14:00 ～ 10/19日水　　　10:30 ～ 10/23日日　　　13:30 ～
ハロウィンコンサ－ト
Ob-La-Di　, Ob-La-Da のみなさんに
よるコンサ－トです。知っている曲
目ばかりです。家族や友達と一緒に
楽しみましょう。

親子リトミック遊び
音楽に合わせて親子で楽しく体を動
かしましょう。

指導：松本　有美先生
定員：20 組
対象：幼児親子

さつまいもほり
春に植えたさつまいもの収穫です。
たくさんあるかな？よごれてもよい
服装でお越しください。

対象：幼児親子から小学生対象

休 館 日　10 月 10 日（月・祝）、16 日（日）

開館時間　9:00 ～ 17:30

問い合わせ先　志賀町児童館　☎ 32-1724

多数の子どもたちの
参加をお待ちしています♪

10月のごあんない

～秋深し、隣は本を読む人ぞ～
いよいよ「読書の秋」到来。図書
館でも新刊の他に、映画化、ドラ
マ化された今話題の作品も展示
コーナーにて紹介しています。

休館日　10月３日㈪、10日（月・祝）、17日㈪、

　　　　　　24日㈪、31日㈪

問い合わせ先・開館時間
志賀町立図書館　☎32-1740
町立富来図書館　☎42-2777
平日  ９:30 ～ 18:00、 土日祝  ９:30 ～ 17:00

◆新着の本◆
【 一般向け】
○友の墓の上で　　　　　　　　赤川　次郎
○蜜柑花子の栄光　　　　　　　市川　哲也
○猿の見る夢　　　　　　　　　桐野　夏生
○刑罰０号　　　　　　　　　　西條　奈加
○７デイズ　　　　　　　　　　五十嵐貴久
○侍の本分　　　　　　　　　　佐藤　雅美
○あおぞら町春子さんの冒険と推理　柴田よしき
○危険なビーナス　　　　　　　東野　圭吾

【児童向け】
○おしりたんてい　　　　　　　トロル
○いたずらジャック　　　　　　橋本さやか
○あんちゃんのよだれかけ　　　田仲　由佳

◆新着ＣＤ◆
○Ｊｕｓｔ ＬＯＶＥ　　  　　　　 西野　カナ
○Ｔｈｅ Ｌａｓｔ Ｗｅｅｋｅｎｄ　 浜田　省吾

◆新着ＤＶＤ◆
○おおかみこどもの雨と雪　　　アニメ映画      
○アニー　　　ジェイミー・フォックス 主演

志賀町立図書館　　　　　　　　　　１階・絵本コーナーにて

おはなし会　　10月５日㈬  ・19日㈬　16:00 ～ 17:00

ボランティアおはなし会　10月22日㈯ 　14:00 ～

◆おすすめの本◆
○手紙・はがき・一筆箋の書き方と文例集　　　主婦の友社・編　
現代は、スマートフォンや携帯電話で用事をすます人が多い。だからこそ
手紙やはがきを書く機会を大切にしたいもの。本書は、大人として礼儀に
かなったものが書けるよう、手紙、はがき、一筆箋の書き方を基本から解
説し、そのまま使える文例集も掲載。

○頭痛女子バイブル　　　　　　　　　　　  五十嵐　久佳　監修
　薬に頼りがちな頭痛も、痛くなるワケから治し方まで分かれば薬に依存
しなくてすむかも。女性を悩ます片頭痛と緊張型頭痛について、日常の
ちょっとした工夫が頭痛を減らしたり軽くする対処法を紹介しています。
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山
荒
れ
て
蔦
生
い
茂
る
や
盆
の
月　
　
　
　
　

上
野　

末
子

忘
れ
な
い
あ
の
日
の
思
い
終
戦
日　
　
　
　
　
　
　
　

〃

東
京
へ
発
ち
し
子
祈
る
稲
び
か
り　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
い

秋
草
や
礎
石
の
残
る
坊
の
跡　
　
　
　
　
　
　

溝
端　

三
之

盆
宴
う
た
げ後

の
寂
し
き
夜
半
の
月　
　
　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

折
り
鶴
ラ
ン
お
ん
ぶ
バ
ッ
タ
と
一
体
化　
　
　
　
　

さ
ち
こ

強
風
に
持
ち
こ
た
え
ゐ
る
種
瓢　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

目
覚
め
れ
ば
コ
オ
ロ
ギ
の
声
疲
れ
は
て　
　
　
　
　

浅　

子

祖
を
偲
ぶ
夏
草
刈
り
し
明
治
の
碑

　

我
が
在ち
所
の
人
も
清
と
露
の
地
に　
　
　
　

松
本
理
希
三

稲
刈
り
の
頬
を
流
る
る
汗
ぬ
ぐ
い

　

見
上
げ
し
空
の
い
わ
し
雲
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

暑
い
夏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
も
え
て
い
た

　

早
朝
か
す
か
に
秋
の
気
感
じ
。　
　
　
　
　
　
　

智　

子

里
山
に
響
く
銃
声
３
頭
目

　

檻
に
暴
れ
し
イ
ノ
シ
シ
哀
れ　
　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

朝
な
朝
番
鳥
か
よ
友
連
れ
か

　

塒
に
帰
る
愛
で
し
鳥
影
も　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

バ
ス
停
を
行
き
交
ふ
ト
ン
ボ
の
高
原
を

　

今
日
は
別
れ
の
惜
し
む
日
と
な
る　
　
　

岩
上　

久
枝

田
守
す
る
玉
露
流
る
朝
焼
け
に

　

大
地
の
恵
こ
が
ね
色
し
て　
　
　
　
　
　

谷
口　

文
子

聖
人
の
地
ご
く
ぞ
一
条
仰
ぎ
き
く

　

私
の
住
み
か
楽
し
く
も
あ
り　
　
　
　
　

池
野
千
絵
子

洗
濯
は
飲
め
る
水
に
す
る
の
か
と

　

途
上
国
の
男お

の
こ
と
ば
が
刺
さ
る　
　
　

藤
井　

信
子

芙
蓉
咲
く
で
ん
と
座
り
し
ピ
ン
ク
色

　

精
一
杯
に
一ひ
と
ひ日
を
生
き
る　
　
　
　
　
　

松
本　

正
子

む
ら
さ
き
と
白
の
桔
梗
が
相
咲
き
て

　

境
内
に
風
あ
り
夏
の
司
堂
経
会　
　
　
　

安
中
加
奈
子

久
に
会
う
妹
と
の
会
話
弾
み
ゐ
て

　

珈
琲
の
氷
解
け
て
し
ま
へ
り　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

蜘
蛛
の
編
む
た
て
糸
よ
こ
糸
仕
掛
け
あ
り

　

お
の
が
歩
く
は
た
て
糸
の
上　
　
　
　
　

福
島　

信
子

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで　※毎月３日までにお送りください。

変
だ
な
と
良
く
見
り
ゃ
青
葉
虫
だ
ら
け　

古
森　

真
猿

乱
れ
舞
い
光
で
誘
う
恋
い
蛍　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

閃
光
が
輝
き
宇
宙
ま
っ
し
ぐ
ら　
　
　
　

髙
島　

和
子

住
宅
地
、
工
業
団
地
な
の
青
葉
台　
　
　

柴
田　

政
行

負
け
続
き
遠
藤
人
気
光
失
せ　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

老
い
て
な
お
磨
い
て
光
る
技
も
あ
る　
　

池
田　

洋
子

ブ
ラ
ジ
ル
で
光
り
輝
け
日
本
勢　
　
　
　

赤
崎　

が
な

一
筋
の
光
当
た
っ
た
小
池
知
事　
　
　
　

み
や
み
ち
さ
か
し

稲
光
り
水
平
線
ま
で
見
え
る
夜　
　
　
　

西
尾　

海
春

青
葉
冴
え
木
陰
に
集
う
女
達　
　
　
　
　

小
松　

康
子

夏
色
の
木
々
の
青
葉
に
い
や
さ
れ
る　
　

三
井
か
ほ
里

暑
い
日
々
青
葉
の
陰
で
一
休
み　
　
　
　

川
上　

富
子

ミ
ン
ミ
ン
蝉
語
尾
に
哀
調
あ
り
に
け
り　
　

須
广
ひ
ろ
し

境
内
は
割
れ
ん
ば
か
り
に
蝉
時し
ぐ
れ雨　

　
　
　

粟
津　

岳
陽

鄙ひ
な
な
れ
ば
読
経
に
蝉
の
唱
和
す
る　
　
　
　

角
谷　

秀
文

梅
雨
明
け
と
大
暑
同
日
な
り
し
か
な　
　
　

堀　
　

綾
子

鰻う
な
ぎ食

べ
卆
寿
の
元
気
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　

森
下
い
わ
お

全
快
の
太
鼓
判
受
け
入
道
雲　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

蝉
し
ぐ
れ
鎮
守
の
森
を
ゆ
る
が
す
る　
　
　

新
澤　

和
子

方
言
で
話
の
は
ず
む
帰
省
の
娘こ　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

蟹か
に

赤
し
昔
医
者
な
る
家や

の
垣
根　
　
　
　
　

小
島　

史
子

ケ
イ
タ
イ
で
聞
か
せ
て
を
り
ぬ
蝉
し
ぐ
れ　

川
田
ま
さ
を

昨
日
笑
顔
け
ふ
は
遺
影
や
白
桔
梗　
　
　

安
田
㐂
美
恵

幼
子
の
耳
か
か
え
た
ろ
大
花
火　
　
　
　

池
田　

玲
子

夜
長
し
八
十
路
の
杯
一
人
酒　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

夏
休
み
孫
と
解
き
を
り
方
程
式　
　
　
　

前
川
美
代
子

雨
降
る
も
護
摩
の
燃
え
立
つ
大
文
字　
　

屋
敷　

香
陽

赤
ト
ン
ボ
休
め
と
ば
か
り
肩
に
寄
る　
　

藤
川　

増
野

年
重
ね
頭
も
体
も
ち
ぢ
こ
ま
る　
　
　
　

炭
谷　

良
子

う
ち
の
子
の
話
し
に
な
る
と
石
頭　
　
　

山
本　

静
香

人
の
世
は
頭
の
中
で
絵
図
を
引
く　
　
　

遠
藤
美
朝
子

厚
化
粧
ひ
は
ん
が
票
の
追
い
風
に　
　
　

村
中　

光
彦

都
民
党
小
池
追
い
風
強
く
吹
く　
　
　
　

西
尾　

善
春

灼
熱
に
風
が
さ
わ
さ
わ
穂
が
揺
ら
ぐ　
　

坂
下
二
三
子

良
い
う
わ
さ
だ
け
は
の
ら
な
い
風
便
り　

小
松　

彰
一

暑
い
の
も
一
雨
ご
と
に
秋
の
風　
　
　
　

橋
田
明
日
香
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貝
が
ら
川
柳
社

「
門
」 

土
筆
の
会

つ
　
く
し

志 

賀 

歌 

会

西
浦
川
柳
会

富
来
俳
壇

ど
っ
ぷ
り
と
墨
ふ
く
む
筆
和
紙
た
た
く

　

大
書
す
る
孫こ

の
肩
大
き
く
波
打
つ　
　
　
　

芳
岡　

典
子

十
余
年
ぶ
り
誕
生
の
ま
こ
ち
ゃ
ん
は

　

わ
が
集
落
の
希
望
の
天
使　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

道
沿
い
の
葛
葉
の
蔓
が
木
を
お
お
い

　

恐
竜
に
見
ゆ
ゴ
ジ
ラ
に
も
見
ゆ　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

手
習
を
「
初
め
ま
し
て
」
の
十
年
の

　

月
日
の
経
ち
て
い
つ
か
大
書
を　
　
　
　
　

山
端
千
代
子

細
き
首
の
の
ん
び
り
伸
ば
し
黄
金
穂
の

　

稲
田
の
畦
に
白
鷺
立
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

ゴ
ミ
箱
の
す
き
間
に
か
く
れ
よ
も
ぎ
の
仔

　

日
々
目
が
合
う
も
今
朝
見
当
た
ら
ず　
　
　

田
端　

正
敏

さ
ま
ざ
ま
な
気
象
に
従
ふ
台
風
を

　

ひ
と
び
と
は
言
ふ
迷
走
せ
り
と　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦
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今
年
の
７
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
福
井
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
現
役

を
引
退
し
た
保
健
師
の
加
茂

野
恭
子
さ
ん
と
栄
養
士
の
岡

田
昭
子
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
人

の
専
門
性
を
活
か
し
、
食
事

と
健
康
体
操
を
毎
回
、
内
容

に
組
み
入
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　

２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

８
月
25
日
は
、
ヨ
ガ
講
師
か

ら
「
元
気
に
長
生
き
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
体
を
動

か
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

「
年
だ
か
ら
な
ん
も
で
き
ん
」

「
痛
い
か
ら
無
理
」
と
言
う
の

で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
ち
ょ
っ
と
体
を
い
た
わ

・志賀町地域包括支援センター　☎32-9132　（健康福祉課）

福井ふれあいサロン福井集会所
で開催

　
こんにちは　地域包括支援センターです。

町内各地のさまざまな町内各地のさまざまな
介護予防の取り組みを紹介！介護予防の取り組みを紹介！

つま先立ちをして、体のバランスを保ちます

栄養士からの作り方アドバイス

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え

ば
腕
を
伸
ば
し
た
り
、
つ
ま

先
立
ち
を
す
る
な
ど
、ち
ょ
っ

と
の
行
動
で
、
体
は
元
気
に

な
り
ま
す
。
参
加
者
は
、
自

分
の
体
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
を

楽
し
く
確
認
し
ま
し
た
。

　

食
事
会
で
は
、
旬
の
も
の

を
利
用
し
た
献
立
で
、
栄
養

士
が
参
加
者
に
い
つ
で
も
美

味
し
く
作
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を

伝
授
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

参
加
者
も
一
緒
に
調
理
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
元
気

に
身
体
を
動
か
し
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

主催：羽咋郡
ぐんししょうがいしゃじりつしえんきょうぎかい

市障害者自立支援協議会・生
せいかつ

活就
しゅうぎょうぶかい

業部会

◆日時　11月14日（月）　13:30～ 17:00
◆会

かいじょう

場　羽咋すこやかセンター
　　　　　（羽咋市鶴多町亀田17）

◆内
ないよう

容　ハローワークの担
たんとうしゃ

当者が面
めんせつかん

接官

となり、模
も ぎ め ん せ つ

擬面接をします。

　　　　※面
めんせつ

接は個
こ べ つ

別のブースを２つ用
よ う い

意
し、一人あたり15 ～ 20分ほど。 

前
まえ

もって質
しつもんないよう

問内容がわかっている

基
き ほ ん へ ん

本編と、実
じっさい

際の面
めんせつないよう

接内容にちか
い応

おうようへん

用編の２コースがあります。

◆対
たいしょう

象　志賀町におすまいで、

　　　　就
しゅうしょく

職を希
き ぼ う

望する障
しょう

がい者
しゃ

　　　　※一般求職者の参加は不可

◆定
ていいん

員　20人
◆締
しめきり

切　10月７日（金）

申
もう

し込
こ

みは所
しょぞく

属する事
じぎょうしょ

業所、

または健
け ん こ う ふ く し か

康福祉課まで。

問健
けんこうふくしか

康福祉課　☎32-9131

模
も ぎ め ん せ つ か い

擬面接会就
しゅうしょく

職を希
き ぼ う

望する
障
しょう

がいをもつ人のための


